


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































執筆者 タイ トル ■弓一 大正 西暦 n 日 備 考
田連尚雄
日本歌劇の曙光 ■ と しての賓壕少女 歌劇の前途ー
‥■■浪花踊 を悲観す ‥…
1 7 19 18 ll 3 ｢西洋のダンス｣ と ｢日本の舞踊｣ との比較
久松 一章 日本舞踊の謀反人 1 7 19 18 ll 3
久松 一撃 舞踊の新大道 (賓壕少女歌劇が先づ開拓の第一鍬を下した) 9 9 19 20 6 16
楳茂都 陸平 ピアノで 日本舞踊のお稽古 9 9 19 20 6 16
寺川信 舞踊界 の人 々に 】 アンナ ●パ ヴロア嬢談 14 1 0 19 2 1 4 1
寺川信 ニジンスキイの舞踊 と山村舞 を憶 ふ 1 5 1 0 19 2 1 5 1
楳 茂都 陸平 『ナ ンバ』の踊 15 1 0 19 2 1 5 1
信天翁 海 の彼方 よ り 1 5 1 0 19 2 1 5 1
楳 茂都 陸平 日本舞踊 の新機運 1 6 1 0 19 2 1 6 1
寺川信 舞台舞踊 と室 内舞踊 ■ 日本舞踊 に就ての一考察■ 1 6 1 0 19 2 1 6 1
藤間静枝 病み てのむ酒 1 6 1 0 19 2 1 6 1
厨川煤子 初夏 の書斎 にて 1 7 1 0 19 2 1 7 1 藤間静枝 の話題あ り
青柳有美 賛 k ;-て 1 7 1 0 19 2 1 7 1 バ ン ドマ ン一座の上演中の舞踊について
楳茂都陸平 iij ^ i 解氷 1 8 1 0 19 2 1 8 1
有馬武郎 雑談 1 8 1 0 19 2 1 8 1
寺川信 楳茂都 陸平氏 を送 る 20 1 0 19 2 1 1 0 1
白村博士夫 人 厨川膜子 劇場 と歌劇 と社会事象 22 l l 19 22 1 1 ｢ El本舞踊の前途｣ という一章 あ り
木谷連吟 正 月踊 22 l l 19 22 1 1
落合生 お手本 は賓塚少女歌劇 猿 之助 の新 舞踊 『轟』 22 l l 19 22 1 1
樟蔭高等女学校教諭
朝輝記太留
教育 と舞踏 23 l l 19 22 2 1
大谷大学教授 同大学 図
書館長 山速習学
印度 で見聞 した民舞民謡 23 l l 19 22 2 1
夕陽丘高等女 学校
蛭子つま子
舞踏 に依 る心 身の美 的陶冶 23 l l 19 22 2 1
無記名 女学校 のファウス ト 23 l l 19 22 2 1
町田博三 ｢春か ら秋へ｣ か ら ｢轟 ｣ へ 23 l l 19 22 2 1
坪内士行 ダ ンスの流行 につ いて 24 l l 19 22 3 1
無記名 舞踊 の興 隆 2 5 l l 19 22 4 1
南木浄水 新 しき日本舞踊 の運動 2 5 l l 19 22 4 1
金健二 羽衣会 を見て 2 5 l l 19 22 4 1
遠 山静雄 舞踊照 明の立体化 2 5 l l 19 22 4 1
坪内遭遇 日本劇壇 の明日 (承前) Lo l l 19 22 5 1 講演 を筆記 した もの0
尾上男女蔵 舞踊雑話 26 l l 19 22 5 1
一記者 最近 の欧米歌劇界 26 l l 19 22 5 1
薬学博士 木村 彦右衛 門 独通 の社交 ダンス 27 l l 19 22 6 1
長田幹彦､ 上司小剣 ､ 中
棟百合子､ 正宗白鳥､ 新
居格､ 三浦闘造､ 細 田源
吾､ 中村舌蔵､ 仲木貞一､
足立 源一郎 ､ 音羽兼子 ､
山崎紫紅､ 南 部修 太郎
文芸諸 家の新舞踊運動 と宝壕少女歌 劇今昔観 27 l l 19 22 6 1
東儀哲三郎 標題楽 に表 れたる舞踏 曲 蝣->- l l 19 22 6 1
す ､ ～かけのや 賓壕 で滞 モ リノさんと談 る 27 l l 192 2 6 1
南木祥水 浪花 の踊 り 28 l l 192 2 7 1
帝羅漠 海外最近 の舞踊界 28 l l 192 2 7 1
吉川迷三 男女蔵君 の部屋で 28 l l 192 2 7 1
坪内士行 猿之助 の新舞踊 29 l l 192 2 8 1
平尾住雄 情熱 の踊 り手 アンナ - / ヴヾロワ 30 ll 192 2 9 1
寺川信 アンナ ーパ ヴロアの舞踊 を見て 31 ll 192 2 10 1
ア ンナ ■パ ヴロワ 私 の蛮術 は努力の賜物 32 ll 192 2 ll 1
坪内士行 蛮術 と しての舞踊 32 ll 192 2 ll 1
青柳有美 偉大 なる軽業 師パ ヴロワ夫 人 32 ll 192 2 ll 1
柳川紅夢 賓塚少女歌劇への N o stalg ia - 東京通信 其一【 32 ll 192 2 ll 1 藤蔭会についての一章あ り
市川猿之助 新舞踊 に対す る私の態度 33 ll 1 92 2 12 1
坪内士行 ､ 久松一撃 ､
岸田辰珊
春秋座 の ｢最 ｣ に対す る合評 33 ll 1 92 2 12 1
小 林一三 三味線整術 の晩鐘 34 12 19 2 3 1 1
久松 一聾 踏影合 と小幕 々女曾 3 1 12 19 23 1 1
三善和気 家庭児童劇 と踏影曾第一 回公演 を観 る 3 4 12 19 23 1 1
竹内平吉 音楽の上 よ り見た る踏影曾公演 3 4 1^ 19 23 1 1
-320-
執筆者 タイ トル 77 大正 西 暦 月 日 備考
tklih h:a 頓珍閑話 34 1 2 19 23 1 1 新舞踊 につ いて
寺川信 努燈雑記■ 露西亜芸術家の こと▲ 35 1 2 19 23 2 1 アンナ ■パ ブロヴ アについて
吉川久寓治 屠蘇気焔 35 1 2 19 23 2 1 新舞踊 につ いて
山本住雄 松 竹楽劇部の公演 を観て = 楳茂都陸平氏へ = 36 1 2 19 23 3 1
戸揮信義 新舞踊 に就て 36 1 2 19 23 3 1
阪東 の しは 踊 り 36 1 2 19 23 3 1
阪東 の しは 舞踊 と劇 37 12 19 23 4 1
三善和気 西洋楽器 と日本 曲 38 12 19 23 5 1 新舞踊 につ いて言 及
十 I'-' 舞廟小論 38 V2 19 23 5 1
エイチ ーダブリユ ウ ■ア
ウターブリッジ
外人の眼 に映 じた賓壕少女歌劇 38 V2 19 23 5 1
｢ 日本の舞踊｣ / ｢西洋舞踊 ｣ の対比へ の
i"; *C -I'1い
踏影合の大阪公演 賓壕少女歌劇圏管弦楽部 の出演 38 1 2 19 23 5 1
左方一夫 パ トロン達の罪悪 38 1 2 19 23 5 1 アンナ -パ ブロヴ7 の話題 あ り
阪東 の しほ 舞踊 と劇 38 12 19 23 5 1
草夢生 楽壇近況 38 12 19 23 5 1 海外 の舞踊情報 あ り
賓塚の舞台 に於 ける踏影合 の練習 39 12 19 23 6 1
青柳 有美 月組 に瀧野久子 さん在 り臭 39 12 19 23 ■6 1
寺川信 十や V¥J , 39 1L> 19 23 6 1 舞踊評論
左方一夫 外来芸術崇拝 に対 して 39 1Ll 19 23 6 1 日本舞踊､ パ ブロヴ ア､ 新 舞踊に も言及
池田畑 雄 頓珍閑話 39 1 " 19 23 6 1
楳茂 都陸平 の話 題､ 坪 内士行 の舞 踊作 品
の評あ り
寺 川信 努燈新話 山王祭 と五色座 の舞踊 40 12 19 23 7 1
丹波童資 舞踊 と音楽 との考察 = 猿之助の焼津 の 日本武尊 = 41 12 19 23 8 1
大島得郎 当世百 まなこ 41 1 2 19 23 8 1
舞踊批評､ 新舞踊について言及○前号の寺川
信 ｢勢燈新話｣ に反論 したもの
青柳有美 日本の オペ ラは舞踊へ 12 VI 19 23 9 1
左方一夫 生命 の躍動 = 舞踊 に就 ての考察 = 12 1 2 19 23 9 1
七蝣i 良市 原始時代 の舞踊 に就 いて 42 1 2 19 23 9 1
�"i!.'t エ粕 古代填及希伯 乗の舞踊 43 1 2 19 23 10 1
油H iili漣 頓珍 閑話 43 1 2 19 23 10 1
松竹 の楳茂 都/ 原 EElに よる新 舞踊作 品 の
舞台評あ り




亜爾然丁 オペ ラ消息 44 12 19 23 ll 1 ミユスタンゲット､ レヴューの情報あ り
青柳有美 世界 オペ ラ消息 44 12 19 23 ll 1 海外の舞踊情報 あ り
高木和夫 異境 にて大震 災の報 を聞 きて 15 12 19 23 VI 1 カルサ ヴイナの話題
左多計浩 技巧過 ぎての不技巧 = 舞 台芸術 に対す貧 しい考察 = 45 12 19 23 12 1 パブ ロヴアとダンカンの比較
左方一夫 吾 々の求 むる もの 仙再 び舞踊 に就 てJ 45 12 19 23 ll' 1
楳茂都陸平 (≡) 日本舞踊の上 に 45 1" 19 23 12 1 ｢ハ イフェッツの印象｣ 特集の一篇○
青柳有美 世 界オペラ消息 45 1 Ll 19 23 12 1 海外の舞踊情報 あ り
阪東の しほ 新舞踊 『彼岸花』 と 『ねむ り人形』 45 12 19 23 12 1
竹原光三 現存せ る俳優 の振付 けた舞 踊 46 13 19 24 1 1
坂田左一 マルタ上演 に就 いて 46 13 19 24 1 1 バ レエの話題
i'i ii.斗 賓塚 は無言劇 に行け 46 13 19 24 1 1 バ レエの話題
丸尾長顕 美と哲理 の国､ 希膿 の古代舞踊 46 13 192 4 1 1
青柳有美 世 界オペ ラ消息 46 13 192 4 1 1 海外 の舞踊情報あ り
佐藤紅緑 欧米劇界談 17 13 192 4 2 1 ベル リンでの石井漠公演 に言及あ り
大島得郎 ｢棒 しぼ り｣ の事 47 13 192 4 2 1
青柳有美 世界 オペ ラ消息 47 13 192 4 2 1 海外 の舞踊情報あ り
小 't 蝣十 六代 目へ 48 13 192 4 3 1
青柳有美 東京 で河合 ダ ンスを観 る 48 13 192 4 3 1
楳茂都陸平 舞踊 『火 と り虫』 48 13 192 4 3 1
青柳有美 世 界オペラ消息 48 13 192 4 3 1 海外 の舞踊情報あ り
平賀毅､ 平賀練 吉 生 れて初 めて芝居 を見 た二学生 の市村塵 印象記 IS 13 192 4 3 1 《棒 しぼ り》 につ いての感想あ り
青柳有美 社 交ダ ンス亡 国論 51 13 192 4 ■6 1
竹原光三 色 町のを どりと芝居 のを どり 51 13 192 4 6 1
楳茂都陸平 流行性舞踊熟 52 13 192 4 7 1
青柳有美 世 界オペ ラ消息 54 13 1924 9 1 海外 の舞踊情 報あ り
林藤之輔 私 の見 て来 た欧米 の劇場 (二) 55 13 1924 1 0 1
ニュー ヨー クの ヴ オー ドビル､ レヴュー
劇場 の紹介
寺井龍男 舞踊芸術 55 13 1924 10 1
青柳有美 世 界オペ ラ消息 55 13 1924 10 1 海外 の舞踊情 報あ り
樫 木城之垂 纂解応声虫 56 13 1924 ll 1 ダンカン､ バ レエ ■リエスなどの話題あ り
青柳有美 賓壕ベ ラゴア読本 (五) 56 13 1924 ll 1 帝劇､ 宝塚創成期の舞踊について言及あ り
青柳有美 賓塚ベ ラゴア読本 (六) 57 13 1924 1 2 1 高木徳子 の舞 踊について言及あ り
青柳有美 世 界オペ ラ消息 57 13 1924 12 1 嘩外 の舞踊情 報あ り
･一一321一一一-
執筆者 タイ トル
■す 大 正 西暦 月 = 備考
青柳有美 賓壕 ベラゴア読本 (五) 5 8 14 19 25 1 1 帝劇 ～浅草 オペ ラにつ いて
青柳有美 世 界オペ ラ消 息 58 14 ■19 25 1 1 海外 の舞踊情報 あ り
林藤之輔 私 の見て来た欧米の劇場 (六) 5 9 M 19 25 2 1
ロ ン ドンのバ レエ､ ヴ ァラエ テ ィ劇 場 の
紹介
青柳 有美 ベ ラゴア読本 (八) 5 9 14 19 25 2 1 浅草 オペ ラにつ いて




60 14 19 25 3 1 フ ォーリー l ベルジュールの紹介
室町馨 愚装置回想 60 14 19 25 3 1
舞台美術 につ いての評論 で､ バ レエ ●リエ
スにつ いて言及 あ り○
青柳有美 ベラゴア読本 (九) 60 14 19 25 3 1 大正期 の宝塚以外 の少女歌劇 団につ いて
青柳有美 世 界オペラ消息 60 14 19 25 3 1 海外 の舞踊情報 あ り
高木和夫 巴里のオペ ラ 61 14 19 25 4 1 オペ ラ劇場 のバ レエ上演について言 及あ り
ヨセフ ■ラス カ 賓壕で公漬せ る伊大利歌劇批判 61 14 19 25 4 1 バ レエにつ いて も言及 あ り
青柳有美 ベ ラゴア読本 (十) 61 14 19 25 4 1 来朝 オペ ラ団 ●舞 踊団の情報 あ り
光書夏珊 舞踏靴- F R E N C H H E E L S - = ス コッ トの言葉 = 62 M 19 25 5 1
青柳有美 世界オペ ラ消息 62 14 19 25 5 1 海外 の舞踊情報 あ り
永 田龍雄 斜雨荘漫筆 63 14 19 25 6 1
丸尾長顛 猿之助君∴ 悪太郎それか ら新舞踊論 65 14 1 9 25 8 1
青柳有美 世界オペ ラ消息 65 14 19 25 8 1 海外 の舞踊情報 あ り
ラス ●セント デニス夫人 舞踊芸術の独立性 66 14 19 25 9 1 井上春樹訳 O
デニ ショウン舞踊 団来 る 66 14 19 25 9 1
青柳有美 世界オペ ラ消息 67 14 19 25 10 1 海外 の舞踊情報 あ り
欧米舞踊界の新勢力 デニショウ ン大舞 踊団来演
■一行 二十余名花の如 き美人揃 ひ■
67 14 19 25 10 1
坪 内士行 デニス を観て 日本舞踊 の長短所 を思ふ 68 u 19 25 l l 1
ル ウス ■セ ン ト ■デ ニ
ス､ テッ ド ■ショウン
美 しい少女歌劇 を観 て ■ 68 14 19 25 l l 1
高木和 夫 音楽の都 ウィーンの思 ひ出 (下) 68 14 19 25 l l 1
ウ ィー ンの オペラ におけ るバ レエ につ い
ての言及 あ り
蝣H t 蝣-: ≡ m m 68 14 19 25 l l 1 菊五郎､ 花柳舞踊研究会 の舞 台評 あ り0
寺 川信 rE W r r記 68 14 19 25 l l 1 デこシ ョーンの舞 台評 あ り
神保 遺臣 デ ニショウンの配光 を見て 68 14 19 25 l l 1
ジ ョン ■ウラノ アマチュ アの感想 68 14 19 25 l l 1 デこシ ヨ】 ンの舞 台評
テ ッ ド■シ ョウ ン､ 井上
春樹
果 して裸体 は卑 む可 さか 69 14 19 25 VI 1 井上春樹訳0
小 林一三 頓珍 閑話 69 14 19 25 12 1 デニシ ョーンについての言及 あ り
竹原光三 賓塚少女歌劇 の日本舞踊 の短所 w 14 19 25 ll- 1
小 林一三 頓珍 閑話 70 15 19 26 1 1 楳茂都陸平 につ いて
左方一夫 新舞踊 とは何 ぞ 70 1 5 19 26 1 1
青柳有美 世界 オペラ消息 70 1 5 19 26 1 1 海外 の舞踊情報 あ り
永田龍雄 十 四年度 の舞 踊界を顧 みて 71 1 5 19 26 2 1
高田雅夫 バ レー 『花』 の上演 に際 して 73 1 5 19 26 4 1
小田直蔵 巴里通信 ミュージックホールを観 て 73 15 19 26 4 1
永田龍雄 楳茂都民 の 『羽衣』 に就 て 73 15 19 26 4 1
金光子 舞 踊に大 曲心酔 の悪夢 73 1 5 19 26 4 1
青柳有美 世 界オペラ消息 74 1 5 19 26 5 1 海外 の舞踊情報 あ り
石井 行廉､ 東 儀菅三 郎､
久松一撃､ 金光子 ､ 阪東
の しほ､ 高田雅夫 ､ 須藤
五郎､ 安藤弘､ 竹原光三､
古谷幸一､ 太 田七郎 ､ 坪
内士行､ 高木和夫 ､ 水 田
しげ る､ 金健 二､ 楳茂都
陸平､ 竹内平 吉
西洋音楽 の伴奏 で何 故 日本舞踊は揃 はぬか 75 15 19 26 6 1
寺川信 舞 踊､ 舞踊 ､ 舞踊 75 15 19 26 6 1
青柳有美 世 界オペラ消息 76 15 19 26 7 1 海外の舞踊情報あ り
永田龍雄 石井漠 の舞踊 詩 78 15 19 26 9 1
青柳有美 世界 オペ ラ消 息 78 15 19 26 9 1 海外の舞踊情報あ り
青柳有美 賓壕 ベラ ゴア読本 (二十六) 79 15 19 26 10 1
バ レエ団 の構成､ テ クニ ックにつ いての
解説
露 西亜大歌劇 圏を迎ヘて 79 15 19 26 10 1 バ レエ にも言及あ り
青柳有美 世 界オペラ消息 79 15 19 26 10 1 海外の舞踊情報あ り







大 正 3 19 1 4 4 / 1- 5 /3 0 ダ ンス 胡 蝶 賓 壕 少女 歌劇 囲 目賀 田蔓世 書 パ ラ ダイス劇 場
大 正 3 19 1 4 8 / 1- 8/ 3 1 ダンス 故郷 の空 安 藤 弘 ､ 高木 和夫 パ ラ ダイス劇 場
大 正 3 19 1 4 10 / 1- l l /3 0 ダ ンス 欧 州戦 争 ■ 質 塚 少女歌 劇 圏 賓壕 少女 歌 劇 圏 パ ラ ダイス劇 場
大 正 5 19 1 6 7 / 20▼ 8 /3 1 ダ ンス ミニユ エ ツ ト 管 壕 少女 歌劇 圏 賓壕 少女 歌 劇 圏 パ ラ ダイス劇 場
十 IF . 5 19 1 6 7 / 2 0】 8′3 1 ダ ンス 蝣<- - 賓 壕 少女 歌劇 圏 質壕 少 女歌 劇 圏 パ ラ ダイス劇 場
大正 4 1915 7/21- 8/31 歌劇 蝉時雨 久松一挙 高木和夫 パラダイス劇場
大正 4 1915 10/20-ll/30 歌劇 三人猟師 久松一軍 安藤弘 パラダイス劇場
k ｣ 5 1916 1/ 1- 1′10 歌劇 内裏獅子 久松一撃 安藤弘 パラダイス劇場
大正 5 1916 3/ 19- 5/21 歌劇 模大名 久松一撃 安藤弘 パラダイス劇場
大正 5 1916 10/20-ll/30 歌劇 おもちゃ箱 久松一撃 三善和気 パラダイス劇場
大正 5 1916 10/20-ll/30 * *IJ 中将姫 久松一軍 三善和気 パラダイス劇場
大正 6 1917 1/ 1- 1/10 歌劇 V.t'~>叫 久松一軍 原田潤 パラダイス劇場
大正 6 1917 3/20- 5/20 stU i] 為朝 久松一聾 原田潤 パラダイス劇場
大正 6 1917 3/20- 5′20 歌劇 藤あやめ 久松一聾 三善和気 パラダイス劇場
大正 6 1917 7/20- 8/31 歌劇 女曾我 久松一聾 三善和気 ■ パラダイス劇場
大正 6 1917 10/20-ll/30 歌劇 K l* 久松一撃 原田潤 パラダイス劇場
大正 7 1918 1/ 1- 1′20 歌劇 鼠の引越 久松一聾 原田潤 パラダイス劇場
大正 7 1918 3′20- 5/20 歌劇 神楽狐 久松一馨 崎E l;閏 パラダイス劇場
大正 7 1918 3/20- 5/20 su y 抽:J|i 久松一審 原田潤 パラダイス劇場
大正 7 1918 7′20- 8/31 ft ォ 猿蟹合戦 久松一馨 高木和夫 パラダイス劇場
大正 7 1918 7/20- 8/31 歌劇 造物主 久松一馨 原EBi閏 パラダイス劇場
大正 7 1918 10/20-ll/30 歌劇 お蚕祭 久松一馨 原田潤 パラダイス劇場
大正 8 1919 1/ 1- 1/20 歌劇 鞍馬天狗 久松一客 三善和気 パラダイス劇場
大正 8 1919 3′20- 5′20 喜歌劇 家庭教師 久松一撃 金健二 公会堂劇場
大正 8 1919 10′20-ll/30 Sf fcl' 燈寵島 久松一聾 原田潤 公会堂劇場
大正 9 1920 1/ ト 1/20 歌劇 西遊記 久松一挙 原田潤 公会堂劇場
大正 9 1920 3/20- 5/20 歌劇 金平めがね 久松一挙 三善和気 公会堂劇場
大正 9 1920 10/20-ll/30 歌劇 お夏笠物狂 久松一挙 原田潤 公会堂劇場
大正 10 1921 1′1- 1/20 歌劇 岩戸開 久松一馨 金健二 公会堂劇場
大正 10 1921 3′20【5′20 歌劇 筑摩神事 久松一撃 三善和気 公会堂劇場 第 1 部
大正 10 1921 3′20【5/20 お伽歌劇 仙女の森 久松一聾 金健二 公会堂劇場 第 2 部
大正 10 1921 7/20【8/31 喜歌劇 犬の停車場 久松一撃 金光子 公会堂劇場 第 2 部
大正 10 1921 9/20-10/19 歌劇 耶郡 久松一撃 原田潤 公会堂劇場 月組
大正 10 1921 10/20- ll/30 歌劇 那須 の馬市 久松一聾 三善和気 公会堂劇場 花組
大正 11 1922 1/ 1- 1/25 歌劇 吉備津の鳴釜 久松一聾 金健二 公会堂劇場 月組
大正 11 1922 2′1■2′25 歌劇 t^ -1伸 L卜 久松一撃 竹内平吉 公会堂劇場 花組
大正 11 1922 3′15- 4′30 歌劇 成苦思汗 久松一挙 藤井清水 ■ 公会堂劇場 月組
大正 11 1922 5/ 1- 5/31 歌劇 僧房 を焼いて 久松一馨 安藤弘 公会堂劇場 花組
大正 11 1922 7/ 15- 8/20 歌劇 久米の仙人 久松一撃 高木和夫 公会堂劇場 月姐
大正 11 1922 8/ 1- 9/ 10 歌劇 亀山の 兵ゝ隊 久松一聾 三善和気 公会堂劇場 花組
大正 11 1922 9′20-10/31 歌劇 平重衡 久松一啓 藤井清水 公会堂劇場 月組
大正 11 1922 11′1-ll/30 歌劇 寵姫 久松一撃 金健二 公会堂劇場 花組
大正 12 1923 1′1- 1/20 歌劇 呉服穴織 久松一撃 高木和夫 公会堂劇場 花組
大正 12 1923 3′20- 4/10 お伽歌劇 ;L i;1; 久松一馨 金健二 中劇場 FH fl
大正 12 1923 4/ ll- 5/10 歌劇 龍井寺由来 久松一馨 安藤弘 中劇場 花組
大正 12 1923 5/ ll- 6/10 Sf tiJ 東天紅 久松一聾 竹内平吉 中劇場 H ifl.
大正 12 1923 7/ 10- 8/19 歌劇 笛争ひ 久松一撃 竹内平吉 中劇場 花組
大正 12 1923 8/20- 9/20 歌劇 桶祝言 久松一撃 金光子 ■ 中劇場 月組
大正 12 1923 9/25】10/24 歌劇 場景妃 久松一軍 竹内平吉 中劇場 花組
大正 12 192.3 10′25-11′30 歌劇 琵琶島碑文 久松一撃 阪口未春 中劇場 月組
大正 13 1924 1′1- 1/31 歌劇 羅生 門 久松一挙 金健二 中劇場 花組
大正 13 1924 4/ 1- 4/30 舞踊 大原辛 久松一撃 金健二 uj'.tlJKt 月組
大正 13 1924 5/ 1- 5/21 歌劇 中山寺縁起 久松一撃 古谷幸一 中劇場 花組
大正 13 1924 7/ 1- 7/30 :|ォ ij 屋守の少将 久松一馨 金健二 '* lj 雪組
大正 13 1924 7/ 19- 9/ 2 歌劇 身替音頭 久松一聾 三善和気 大劇場 合併




大正 13 1924 ll/ 1-ll/30 歌劇 瓢明神絵巻 久松一撃 金光子 大劇場 花組
大正 13 1924 注 11/ 1-ll/30 舞踊 福は内 久松一撃 三善和気 '.'til 花組
大正 14 1925 1/ 1- 1/31 歌劇 観心寺物語 久松一撃 三善和気 大劇場 合併
大正 14 1925 2/ 1- 2/28 歌劇 阿含焔 久松一撃 古谷幸一 大劇場 花組
大正 14 1925 2/ 1- 2/28 舞踊劇 鐘曳 久松一馨 金健二 大劇場 花組
大正 14 1925 3/ 1- 3/31 歌劇 秀次最期の 日 久松一客 竹内平吉 大劇場 雪組
大正 14 1925 5/ 1- 5/31 歌劇 空也鉦流罪 久松 一馨 原田潤 大劇場 雪組
大正 14 1925 6/ 1- 6/30 歌劇 かいまみの少将 久松一聾 竹内平吉 大劇場 花組
k J 14 1925 7/ 1- 7/31 歌劇 鏡の宮 久松一審 三善和気 大励場 月経
大正 14 1925 8/ 1- 8/31 歌劇 裸業平 久松一軍 安藤弘 大劇場 雪組
大正 14 1925 9/ 1- 9/30 歌劇 白張の局 久松一軍 金健二 大劇場 花組
大正 14 1925 10/ 1-10/31 歌劇 車供養 久松一軍 高木和夫 大劇場 月組
大正 14 1925 ll/ 1-ll/30 舞踊劇 桃源の朝比奈 久松一撃 古谷幸一 大劇場 雪組
大正 15 1926 2/ 1- 2/28 歌劇 神楽狐 久松一撃 原田潤 中劇場 雪組
大正 15 1926 3/ 1- 3/31 喜歌劇 牛曳婿 久松一聾 三善和気 大劇場 花組
大正 15 1926 4/ 1- 3/30 歌劇 平等院大臣 久松一客 金健二 大励場 月租
大正 15 1926 6/ 1- 6/30 歌劇 鷺塚巷談 久松一撃 金健二 大励場 雪組
大正 15 1926 7/ 1- 7/31 歌劇 白縫扇陣 久松一撃 高木和夫､ 金健二 大劇場 月組
大正 15 1926 8/ 1- 8/31 'ft *. 紅梅染 ¥ tf - S? 須藤五郎 大劇場 雪組
大正 15 1926 8/ 1- 8/31 舞踊劇 桃源の朝比奈 久松一馨 古谷幸一 大劇場 雪組
大正 15 1926 9/ 1- 9′30 お伽歌劇 殿様落ちた 久松一馨 金光子 大劇場 花組
大正 15 1926 10/ 1-10/31 華紬'to 狸々捕 久松一撃 i rt 4- 大劇場 月組
大正 15 1926 10/ 1-10/31 喜歌劇 平家村 久松一撃 三善和気 大励場 月組
大正 15 1926 ll/ 1-ll/30 歌劇 熊襲兄弟 久松一撃 藤井清水 大劇場 雪組
大正 6 1917 10/20- 11′30 歌劇 屋島物語 楳茂都陸平 原田潤 パラダイス劇場
大正 7 1918 3/20- 5/20 歌劇 羅浮仙 楳茂都陸平 原田潤 パラダイス劇場
!大正 7 1918 7/20- 8/31 歌劇 L '-'M : 楳茂都陸平 原田潤 パラダイス劇場
…大正 7 1918 10′20】11′30 歌劇 鼎法師 楳茂都陸平 原田潤 パラダイス劇場
大正 8 1919 3′20一5/20 歌劇 文殊 と獅子 楳茂都陸平 原田潤 公会堂劇場
大正 8 1919 10′20ー11/30 歌劇 浬架猫 楳茂都陸平 金健二 公会堂劇場
大正 9 1920 3′20⊥5/20 歌劇 酒の行兼 楳茂都陸平 原田潤 公会堂劇場
十n-: io 1921 1′1- 1/20 お伽歌劇 宜.'->!; ■楳茂都陸平 三善和気 ■ 公会堂劇場
人IF.10 1921 3′20- 5/20 衰踊 春から秋へ 楳茂都陸平 原田潤 公会堂劇場 第 1部
大正 10 1921 7′20- 8/31 歌劇 田楽男 楳茂都陸平 金健二 公会堂劇場 第 1部
V TF 10 1921 7′20- 8/31 .H ft ]米朝 番太鼓 楳茂都陸平 三善和気 公会堂劇場 第 2 部
＼ !-.10 1921 9/20ー10/19 お伽歌劇 杓子ぬけ 楳茂都陸乎 金光子 公会堂劇場 月組
大正 13 1924 3/ 2- 3′31 舞踊 火 とり虫 楳茂都陸平 竹内平吉 中劇場 月組
大正 13 1924 5/ ト 5′21 舞踊 許諾 楳茂都陸平 三善和気 中劇場 花組
大正 13 1924 7/ ト 7/30 舞踊 さ ナゝなみ 楳茂都陸平 ヨハン■シュ トラウス 中劇場 雪組
k ¥t.n 1924 7′19- 9′2 お伽歌劇 カチカチ山 楳茂都陸平 竹内平吉 大劇場 合併
大正 13 1924 11′1【11/30 歌劇 鼎法師 楳茂都陸平 原田潤 大劇場 花組
大正 14 1925 2/ 1- 2/28 舞踊 春から秋へ 楳茂都陸平 原田潤 大劇場 花組
大正 14 1925 3/ 1【3/31 お伽歌劇 筆合戦 楳茂都陸平 東儀哲三郎 大励場 雪組
¥:iT".1 1925 8/ 1【8′31 舞踊劇 小 さき謀叛 楳茂都陸平 竹内平吉 大劇場 雪組
大正 14 1925 12/ 1- 12′28 舞踊劇 二人袴 楳茂都陸平 金光子 大劇場 花組
大正 15 1926 3/ 1【3′31 舞踊劇 へのへのも平 楳茂都陸平 illIi*享∴ 大劇場 花組
大正 15 1926 5/ 1- 5′31 歌劇 起居舞 楳茂都陸平 太田七郎 大劇場 花組
大正 15 1926 9/ ト 9/30 ノヾ レー 真夏の夜の夢 楳茂都陸平 東儀曹三郎 大劇場 花組
大正 15 1926 10/ 1-10/31 舞踊 喧嘩 は止めろ 楳茂都陸平 高木和夫 大劇場 n *
大正 15 1926 ll/ 1-ll/30 舞踊 かんな屑 楳茂都陸平 三善和気 大劇場 雪組
大正 8 1919 1/ 1- 1/20 喜歌劇 唖女房 坪内士行 原田潤 パ ラダイス劇場
大正 9 1920 3/20- 5′20 歌劇 罰 坪内士行 金健二 公会堂劇場
大正 9 1920 10/20ー11/30 喜歌劇 五人娘 坪内士行 金健二 公会堂劇場
大正 10 192 1 7/20】8/31 振事劇 隅悶川 坪内士行 東儀哲三郎 公会堂劇場 第 1 部
'< iK 10 192 1 9/20-10/19 歌劇 由良の荘忍ぶ草 坪内士行 金健二 公会堂劇場 月組
大正 11 1922 1/ 1- 1′25 歌劇 日の御子 坪内士行 東儀智三郎 公会堂劇場 月組
大正 11 1922 5/ 1- 5/31 舞踊劇 出世怪童 坪内士行 三善和気 公会堂劇場 花組




大正 11 1922 8′1■9′10 お伽歌劇 盲 目と象 坪内士行 阪口未春 公会堂劇場 花組
大正 11 1922 ll/ 1-ll/30 歌劇 春頃 坪内士行 安藤弘 公会堂劇場 花組
>< iK 1二三 1923 1/ 1- 1/20 :t ty 開聞以来 坪内士行 三善和気 公会堂劇場 花組
大正 12 1923 3′20- 4 ′10 蝣m 夜の潮 坪内士行 竹内平吉 中劇場 月組
大正 12 1923 5/ll- 6/10 お伽歌劇 兄 さん閉口 坪内士行 ■ 藤井清水 中劇場 月姐
K W .12 1923 7′10- 8/ 19 舞踊劇 川霧 坪内士行 三善和気 中劇場 花組
大正 12 1923 8′20- 9′20 楓刺歌劇 浮世 坪内士行 安藤弘 中劇場 月組
大正 12 1923 10/25-11′30 喜歌劇 何 も彼 も 坪内士行 金健二 中劇場 月組
＼IT.13 1924 1′ 1【1/31 お伽歌劇 笛が鳴る 坪内士行 三善和気 中劇場 花組
大正 13 1924 1′ 1- 1/31 歌劇 古柳の嘆 き 坪内士行 rir-j4 " 中劇場 花組
大正 13 1924 7/19- 9′2 舞踊劇 女郎蜘昧 坪内士行 安藤弘 大劇場 ､ 合併
大正 13 1924 10/ 1-10′21 喜歌劇 フルス■ピー ド 坪内士行 三善和気 大劇場 月租
大正 14 1925 1′ 1- 1/31 お伽歌劇 蓬莱 坪内士行 原田潤 大励場 合併
大正 14 1925 10/ 1-10/31 喜歌劇 かぐや姫 坪内士行 安藤弘 大劇場 月組■
viiL 14 1925 12/ 1-12/28 喜歌劇 守銭奴 坪内士行 高木和夫 大劇場 花組
大正 15 1926 1′ト 1/3 1 f ;fl 寅童子 坪内士行 須藤五郎 大劇場 月組
大正 15 1926 2/ 1- 2/28 喜歌劇 動 く彫刻 坪内士行 高木和夫 中劇場 雪組
大正 15 1926 3′ 1- 3/3 1 Sftt'J オフイリヤの死 坪内士行 安藤弘 大劇場 花組
人iL 15 1926 8′ト 8/3 1 お伽歌劇 青い鳥 坪内士行 竹内平吉 大劇場 雪組
大正 15 1926 12′ 1-12/24 & -fW . どちらが夢 だ 坪内士行 安藤弘 中劇場 月組
大正 8 1919 10′20- ll/30 喜歌劇 女医着 岸田辰弼 高木和夫 公会堂劇場
七t IF. 9 1920 3/20- 5/20 歌劇 毒 の花園 岸 田辰禰 高木和夫 公会堂劇場
大正 9 1920 7/20- ′31 喜歌劇 正直者 岸 田辰輔 原田潤 公会堂劇場
大正 9 1920 10/20- ll/30 舞踊劇 月光曲 岸 田辰弼 高木和夫 公会堂劇場
大正 10 1921 3/20- 5′20 歌劇 王女ニーナ 岸田辰禰 金健二 公会堂劇場 第 1 部
大正 10 1921 3/20- 5′20 お伽歌劇
ヘンゼルと
グレーテル
岸田辰弼 東儀哲三郎 公会堂劇場 第2 部
大正 10 1921 7/20【8/31 n -m m ネヴヰーライフ キ II'K 井 東儀哲三郎 公会堂劇場 第 1 部
大正 10 1921 9′20- 10/19 夢幻的歌劇 眼の女神 岸 田辰弼 校本四郎 公会堂劇場 月組
大正 11 1922 1/ 1- 1/25 喜歌劇 まぐれ当 り■ 岸 EEl辰弼 高木和夫 公会堂劇場 月組
大正 11 1922 5/ 1- 5/31 歌劇 シヤクンタラ姫 岸田辰弼 竹内平吉 公会堂劇場 花組
大正 11 1922 7/ 15【8/20 :* 蝣& 111'蝣'̂ 甘心 岸田辰弼 高木和夫 公会堂劇場 月組
大正 11 1922 8′ト 9/10 喜歌劇 牧神の戯れ 岸田辰珊 古谷幸】 公会堂劇場 花組
大正 11 1922 9/20-10/31 歌劇 ラツサの女王 岸田辰弼 高木和夫 公会堂劇場 月組
大正 11 1922 ll/ 1-11′30 喜歌劇 ジユリヤの結婚 岸田辰弼 東儀哲三郎 公会堂劇場 花組
大正 12 1923 3/20- 4/10 ft -ft 'ifl あこがれ 岸B]辰弼 高木和夫 中劇場 月組
大正 12 1923 4′11- 5/10 歌劇 ア ミナの死 岸田辰珊 古谷幸】 中劇場 花組
大正 12 1923 5′1ト 6/10 喜歌劇 権利 岸田辰弼 安藤弘 中劇場 月祖
大正 12 1923 7′10- 8/ 19 歌劇 ドーバ ンの首 岸田辰珊 東儀哲三郎 中劇場 花組
大正 12 1923 8/20- 9/20 喜歌劇 ガリか )博士 岸田辰珊 金健二 中劇場 月組
大正 12 1923 9/25-10′24 喜歌劇 マルチンの望 岸 田辰弼 A ,f+ 中劇場 花組
大正 13 1924 3/ 2- 3/31 喜歌劇 月下氷人 岸田辰弼 古谷幸】 中劇場 月組
大正 13 1924 4/ 1- 4′30 ;ft ォy 山の悲劇 岸田辰弼 高木和夫 中劇場 月組
大正 13 1924 5/ 1- 5/21 歌劇 王者の剣 岸田辰弼 兼子竹次郎 中劇場 花組
大正 13 1924 7/ 1- 7/30 喜歌劇 ほんもの 岸田辰珊 三善和気 中劇場 雪組
大正 13 1924 7/ 19- 9/ 2 & & m 小 さき夢 岸田辰珊 東儀哲三郎 大劇場 合併
大正 13 1924 11′ 1-11′30 歌劇 醍 岸田辰滑 安藤弘 大劇場 花組
大正 14 1925 1/ 1- 1′31 歌劇 ユーデイツ ト 岸田辰弼 竹内平吉 大劇場 合併
大正 14 1925 3/ 1- 3′31 喜歌劇 永遠の青春 岸田辰弼 ^ fi-i?.', 大劇場 雪組
大正 14 1925 4/ 2- 4′26 歌劇 姉 と妹 i |l|!K 軸 古谷幸】 中劇場 月組
大正 14 1925 5/ 1- 5/31 歌劇 ユーデイツ ト 岸田辰弼 竹内平吉 大劇場 雪組
大正 14 1925 5′ 1- 5/31 喜歌劇 楽 しき人々 岸田辰弼 廿rt 蝣'!�"蝣 大劇場 雪組
大正 14 1925 6′ 1- 6/30 喜歌劇 シネマ ◆スター 岸 田辰禰 須藤五郎 大励場 (L T
大正 14 1925 7′ト 7/31 $KW 毒 の花園 岸 田辰輔 高木和夫 大劇場 月組
大正 14 1925 8/ 1- 8/31 歌劇 カルメン 岸 田辰弼 1-n ift 大劇場 雪組
大正 14 1925 9/ 1- 9/30 歌劇 サンドミンゴの哀話 岸田辰弼 東儀哲三郎 大劇場 花組
大正 14 1925 10/ 1-10′31 喜歌劇 歯が痛い 岸田辰弼 蝣A flltv 大劇場 月組





大正 11 1922 2/ 1一 2/25 お伽歌劇 魔法の人形 白井政道 金光子 公会堂劇場 花組
大正 11 1922 7/15一 8/20 お伽歌劇 -i?i">羽 白井政道 金光子 公会堂劇場 月組
大正 11 1922 ll/ 1-11′30 お伽歌劇 お留守番 白井織造 三善和気 公会堂劇場 花組
大正 12 1923 1′ 1■1′20 お伽歌劇 親指姫 白井織造 池尻景順 公会堂劇場 花組
大正 12 1923 8/20- 9′20 お伽歌劇 湖水 の妖女 白井銭造 池尻景順 中劇場 月組
大正 12 1923 9/25-10′24 お伽歌劇 踊 り王女 白井銭造 東儀哲三郎 中劇場 花組
サv IF.12 1923 10/25-11′30 お伽歌劇 バ ラの精 白井織造 小部卯八 中劇場 月組
大正 13 1924 4′ 1■4′30 お伽歌劇 七色鳥 白井鉄道 東儀哲三郎 中劇場 月組
′L IT.13 1924 7/ 1- 7′30 お伽歌劇 音楽の力 白井鉄道 中川葉三 中劇場 雪組
人.IF. 13 1924 ll/ ト 11/30 歌劇 エ ミリーの嘆き 白井銭造 * ョ二 大劇場 花組
大正 14 1925 2/ 1- 2/28 お伽歌劇 マルプアの昇天 白井銭造 須藤五郎 大劇場 花組
大正 14 1925 6/ 1- 6′30 お伽歌劇 ジャックと豆の木 白井銭造 太田七郎 大劇場 花組
大正 14 1925 7/ 1- 7′31 歌劇 島の女軍 白井織造 金光子 大劇場 月組
大正 14 1925 10/ 1-10′31 お伽歌劇 猫の舞踏会 白井裁造 金健二 大劇場 月組
大正 14 1925 ll/ 1-11′30 お伽歌劇 望みの女王 白井裁造 須藤五郎 大劇場 雪組
X E -15 1926 1′ 1- 1/31 お伽歌劇 花物語 白井銭造 金健二 大劇場 月級 l
大正 15 1926 2′ 1■2′28 お伽歌劇 マッチガ｣ ル 白井裁造 東儀哲三郎 中劇場 雪組
､ in 15 1926 3/ ト 3/31 H-Sf Jl 煙草から 白井政道 太田七郎 大劇場 花組
大正 15 192fi 4/ 1- 3/30 書歌劇 伯父の財産 白井鉄道 安藤弘 大劇場 月組
大正 15 1926 6/ 1- 6′30 お伽歌劇 二人の姫君 白井裁造 須藤五郎 大励場 9 ョ.
大正 15 1926 7/ 1- 7′31 喜歌劇 避暑地にて I'I-If-油も 金健二 大劇場 月組
大正 15 1926 9′ 1■9′30 書歌劇 セビラの理髪師 白井政道 安藤弘 大劇場 花組
大正 15 1926 ll/ 1-11′30 お伽歌劇 クラスメー ト 白井鉄道 rV ;-r 心 大劇場 雪組
大正 15 1926 12/ 1-12/24 歌劇 死の舞踏 ■ 白井銑造 須藤五郎 中劇場 月組
*ルイジンスキー
大正 12 1923 9/25】10/24 ノヾ レー コスモポリタン ルジ ンスキP 東儀哲三郎 中劇場 花組
大正 13 1924 1/ 1】 1′31 ノヾ レー リーラ号の難破 )レジンスキI ルジンスキー 中劇場 花組
























































































































































































































































西形節子(司会)) (『舞踊学』 18号､ 1995年　所収)
曽田秀彦『私がカルメン　マダム徳子の浅草オペラ』晶文
社､ 1989年
杉山千鶴｢浅草オペラから浅草レヴュー-の変遷に見る舞
踊家Ⅱ　一女性舞踊家の変容とその特性-｣ (『岡崎学
園国際短期大学論集』第2号､ 1995年　所収)
石井歓『舞踊詩人　石井漠』未来社､ 1994年
凡例
1､引用資料中､現在では使用されない用字等については､
難読と思われるものを新字に改め､また元々ルビを付
されていたものは､ルビなしでも判読可能と思われる
ものは省略した｡ただし､固有名詞は､旧字のまま表
記することとした｡
2､本文中には､上演形式としての｢歌劇｣と､雑誌媒体
の『歌劇』が混在しているため､読み難いと思われるが､
これについては､上演形式としての｢歌劇｣には(｢｣)､
雑誌媒体としての『歌劇』には､ (『』)を､左記のよう
に用い､区別している｡さらに､宝塚で上演された形
式としての｢歌劇｣は､本文中の記述にもあるように､
一般的な｢オペラ｣とは異なる､宝塚独白の形式であっ
た､という意も含んでいるため､前者は｢オペラ｣と
表記し､宝塚で上演された歌劇にはカギカッコ付きの
｢歌劇｣と表記し､区別している｡
3､また､雑誌の論題には(｢｣)を用い､上演作品には(《》)
を用い､区別した｡
本研究は､平成18年度日本学術振興会科学研究奨励費
による助成を受けている｡
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